
キャリアパスポートの活用① 

    

  

 
 

 
４月  １年生学級活動（３） 

文部科学省  

長田徹調査官による視察  

 

自己理解につなげる

中学校の担任から

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育全体で取り組むために大切にしたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生徒の姿  

        
学級・学年集団としてまとまり、各種行事に取り組ん

でいます。写真（左）は、３年生が１年生に合唱のアド

バイスをしている様子です。部活動だけではなく、係活

動や行事においても縦のつながりを大切にしています。  

写真（右）は、黙働清掃の様子です。雑巾がけや黒板

消しなど、心のこもった仕事のできる生徒がたくさんい

ます。 

 

○ 生徒の実態把握をもとにしためざす資質・能力の設定  

 ○行 事 を通 して学 級 ・学 年 集 団 としてまとまることができる。  

 ○将 来 の夢 や目 標 を持 っている。  

 ▲課 題 意 識 をもって学 習 に取 り組 む姿 勢 が弱 い。  

 ▲「なりたい自分」になるために、粘り強く取り組もうとする力が弱い。        

 
○ 育てたい資質・能力の設定  
１学年  「自己決定をし、目標に向かって努力する力」  

２学年  「自分の頭で考え、新しい価値を見つける力」  

３学年  「前向きに挑戦する力」     

 

 

     ○ よさを小学校から中学校へと
引き継ぐ 

棚倉町で小中学校の接続に使

用している「自分発見シート」

です。６年生が３月に記入した

ものに対し、小学校の担任、保

護者からメッセージを記入し、

小学校で累積したその他のキャ

リアシートとともに中学校が引

き継ぎます。中学校では、新し

く迎える新入生について、事前

に情報を得て生徒一人一人のよ

さを伸ばす学級経営に努めてい

ます。 

 

 
 
 
 

棚倉町立棚倉中学校   実践研究テーマ：自分のよさを伸ばし、「なりたい自分」の実現に向けてチャレンジする生徒の育成  

サブテーマ：主体的・対話的に学び合う学習集団づくり  

 

仕事や社会との関わりの大切さを体感させていく   

⇒ 自信・手ごたえ・興味につながる 

小学校担任・保護者から 

あらためて本人から 



実践研究を通して、育まれた子どもの力とその姿  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

  

 

 

 

 

本人の目標 人に笑顔を与える人になりたい。 

担任の目標 

 自分の言葉で他人に思いを伝えられる力 

本人の変容 

(1 年 1 学期)人見知りで、授業で発言できない。 

(1 年 2 学期末)「全員が話をするこの時間が好き」 

(合唱祭後)「よいスタートを切りましょう」と呼びかける。 

(1 年 3 学期)コミュニケーションをとることを頑張ることができた。 

(2 年 9 月)小学校での職場体験⇒礼状に「自分のよさに気が付いた」と記述。 

保護者のコメント 考えが大人になりビックリしました。これからも自分ができることにチャレンジ！ 

キャリアパスポートの活用② 

 

 

９月  職場体験学習振り返り 

 クラスメイトと感想を共有。「何  

を学んだか」、「どんなことに気付  

いたか」など、体験から学んだことを自分の言葉で伝え合います。  

 

 

 

 

○  体験を「点」ではなく、次の
目標に「線」としてつないでいく 
 
中学校で活用しているキャリ

ア・シートです。１枚のシートで計
画からまとめ、振り返りができ
るように考えました。このような
行事の振り返りシートはこれま
でも活用してきましたが、単発
で感想を書く活動になっていま
した。それぞれの行事の体験を
「点」ではなく、次の目標に「線」
としてつないでいくことを意識
しています。 
 

○ 研究のまとめ（成果と課題、課題解決のために） 

相手の意見を聴いて、自分の考えを伝えたり、他者と協力・協

働したりしてよりよい集団を作ろうという姿勢が育っています。 

各種調査では、学年が上がるにつれ、夢を持っている生徒の割

合は下がっていますが、県の平均と比べると高い結果となってい

ます。一方で、人の役に立ちたいと答えた本校３年生は、９９％で

した。仕事や社会との関わりの大切さを体感させていくことの積

み重ねが、「志」を育んでいると考えます。 

まずは、生徒の姿で評価をし、教育活動の効果を検証して、次

年度に向けて改善していきたいと思います。 

また、複数教科等の連携による授業づくりや、地域との協力も

大事にしていきたいと思います。 

 

 

棚倉町立棚倉中学校   実践研究テーマ：自分のよさを伸ばし、「なりたい自分」の実現に向けてチャレンジする生徒の育成  

サブテーマ：主体的・対話的に学び合う学習集団づくり  

 

育てたい資質・能力：「自分の頭で考え、新しい価値を見つける力」 

①学級の全員が発表する機会の設定 

②帰りの会での1分間スピーチの設定 

③生徒の発言は、後日、学級活動に生

かす。 

④学年や教科担任、部活動顧問との

「ほめポイント」の共有 

（以前）人見知りで、人前に出ることが苦手 
体験を「点」ではなく、次の目標に「線」としてつないでいく 


